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付録 1.「Project Fabre」の欠陥モデリング 

Project Fabre が定義する欠陥が持つ要素の説明を表 1 に示す.  

また, 要素をモデリング手法で可視化した欠陥モデル図を図 1 に示す.  

  

表 1. 欠陥要素 

要素 説明 

誘発因子 成果物の中に含まれる, 人間の思考の誤りを誘発する“トリガー”

となる要素のこと.  

誘発因子が存在すれば, 開発者能力・経験・技術力と 関係なく過失

が引き起こされやすくなる.  

過失因子 人間の思考や判断の誤りそのもののこと.  

欠陥は過失因子の集合（=連続）として生み出される.  

増幅因子 過失の連鎖を助長し, 欠陥の混入確率を増幅させる要素.  

多くは定量的に測定可能である. 外乱・環境特性ともいう.  

欠陥 成果物に含まれた, 人間の思考の過ちが具現･表出化したもの.  

不具合・障害等の「現象」を発生させる.  

表出現象 欠陥によって引き起こされる不具合・障害.  

多くは定量的に測定／加算可能.  

  

 

図 1. 欠陥モデル図 
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付録 2. 欠陥予測 DB 

実験 1, 実験 2 に用いる欠陥予測 DB は以下の通り. 

 

図 2. 欠陥予測 DB 
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付録 3. 本文 3.1 章 図 1 の拡大図 

 

図 3. 欠陥モデル 1 の拡大図 

 

付録 4. 本文 3.1 章 図 2 の拡大図 

 

図 4. 欠陥モデル 2 の拡大図 



第７分科会（Team KuKuRu） 

4 

 

付録 5. 実験 1 有向グラフ 

 
図 5. 実験 1 有向グラフ 
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付録 6. 実験 2 結果 重み付き有向グラフ 

 

図 6. 実験 2 重み付き有向グラフ 
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付録 7. 実験 2 重み一覧(ソート：重み降順) 

実験 2 にて重み付けを行った結果に対して, 重みの降順でソートした一覧を示す.  

ランクが高いものほど, 潜在確率が高い欠陥となる.  

 

表 2. 欠陥要素 
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付録 8. 実験 2 推定の絞り込み数の変化一覧 

実験 2 の各共起分析対象とする欠陥における推定の絞り込み数の変化を, 表 3 に示す.  

 

表 3. 推定の絞り込み数の変化一覧 

 

※絞り込み率(%) ＝ ( 1 － ( 実験 2 推定数 / 実験 1 推定数 ) ) * 100 
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付録 9. 欠陥「補正処理の誤り」からの共起分析結果例 

 

図 7. 欠陥「補正処理の誤り」からの共起分析結果 

 

付録 10. 欠陥「秒まで一致した場合のソート順を考慮しない実装」からの共起分析結果例 

 

図 8. 欠陥「秒まで一致した場合のソート順を考慮しない実装」からの共起分析結果 


